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力がつりあうとみれば
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Vの傾き（後久分したもの）がEなので、Eを積分したものがVとなる.
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+ の集まるO側が高電位-_-鯯、起電力は Ietf！き
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このときできる電場を誘導電場という。
誘導電場 E は （導熱圏，靆）で求められる.

Bの醼しによる誘導起電力を求める.
グラフよりBの変化率を求めると、

噐 県
よって半径 rの円を貫く磁束の変化率等は、

笹 楽
=BES

= Gfs.元に
これより半径 rの円での誘導起電力は.

に IT|= BEが
誘導電場を求めると
E =レー = t

= 瀅
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13が続き
* ：'虀：趙；'..変
化.....TT

ここに電気的なエネルギーが生まれる。

実際にどこかが高電位になって.どこかが低電位になっている
わけではないが下図のようなエネルギーと、このエネルギー
が等価となる。

1周で電位がV下がるような

P

#

「エネ
ルギー
と等価

|ニニで

!

電場により二のエネルギーを議論すると

E=Ticなる.
* 実際に電位が1周でVas低くなっていて、
その化なきから、E=一"とできるわけではない。
正しくは、エネルギーと仕事での議論となる。

エネルギーの式をたてると
（Vで考えるエネルギー）=（カ×たりで考える仕事）

qv=GE×2元に

o n e ：.だが「となる-_-
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興続き
誘導起電力の向きは、Bの変化を打ち消す向きに発生する.

t.tt、B（増える）

し介

❤

）-この向きに Iを流すような向き
に、 誘導電場が発生！（打ち消す

向きの磁場）
* 実際に電流が流れているわけではないのでB'はない、

嘿懸豔'癱
（だい = Q E ⇒ななご遑な簿加速度運動となる

運動方程式をたてると
m a = Q E

.：a=T=？"
等加速度運動の式 にひ。+a tより

ひ、=ひ。t0@t1.i
ひ、=ひけ、 興、
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か国続き
円軌道になるときは円運動の運動方程式mで？Fが成立する

！！t.BA?j、Q にいた0ではB=oなので、
Tのみがはたらく。

mmF=To

（たで）
たちではB=B。なのでToとQひ、B。がはたらく.

Mt=T,t QU , B o i.T，こわもて。ひ、13，
ー ー ー ー ，
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国

飈'→ B窻
（イ）

円運動の運動方程式より
mEE e uBet（イ）

（ロ）
（イ）式より

ひこ t
p=mひに代入して

p=met
=EDIRNE，、（12）

（11）

はNCIより
に昰、，
（..）

（ニ）
E=fより
E=一等 =熱い
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13党続き
運動量の増加OPは力積 Ftに等しい.
o p= e E . a t

=e.2

#%

. at

=熱、，
（へ）

P = Po t」 P といえるので

p = 0 + I T△中
= = で た0で

#

=0で七ニ七で

#

=0なので・中=中，

に、熱い
* 付属の解説のように方程式を解くと

△ p=一と△4 2両辺をE
i f - _ -姿

両辺を積分して
P = I T 中 t C (Cは積分定数）

た0でP=0.f=0なので C = 0

よって

p=興り
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1 国続き
（ト）

（ロ） より
p = eB r

（へ）より

p =で一中
2式より

e B r = ET中
⇒ 中= 2、興、

* 武がをベータトロン条件という.（覚える必要はな
い）意味としては、

B = パー
と書きかえて.
（軌道上の磁束密度）=（塹熱懸e齧た
縺壟は）となる。

外周と内側でかける磁束密度Bに差をつける
必要があるということなのだ。
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